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　事務局の年内業務は12月28日（金）で終了し、
年始は1月4日（金）から業務を開始します。
　ご迷惑をおかけいたしますが、よろしくお願い申
し上げます。

年末年始の事務局業務年末年始の事務局業務
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奥日立きららの里で開催される「鳥追いまつり」：平成25年は1月13日（日）に開催
「鳥追い」　一年間の無病息災と五穀豊穣を祈念する行事。「繭玉」　豊作祈願、一年間食べ物に困らないように、かまどの神様に祈った風習。
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〒317-0073　茨城県日立市幸町1-21-2
TEL 0294-21-5387

水戸支社　日立営業所
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　11
月
４
日
（
日
）
に
「
第
４
回
ふ

る
さ
と
日
立
検
定
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
検
定
試
験
は
、
日
立
の
魅

力
を
自
然
、
歴
史
、
産
業
な
ど
の
様
々

な
角
度
か
ら
知
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
だ
！
」

と
い
う
郷
土
の
面
白
さ
や
美
点
を
再

度
発
見
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
産
業

の
発
展
や
郷
土
を
愛
す
る
心
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　今
回
は
１
４
８
名
が
受
験
し
、
初

級
は
47
名
（
受
験
者
67
名
）
が
合
格
、

中
級
は
72
名
（
受
験
者
81
名
）
が
合

格
し
ま
し
た
。

　受
験
者
数
、
合
格
者
数
、
合
格
者

名
は
記
載
の
通
り
で
す
。

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

申込者数
受験者数

合格者数

初　級
70名
67名
47名

（合格率：70.1％）

中　級
84名
81名
72名

（合格率：88.9％）

計
154名
148名

119名
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　11
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、
当
所
で
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員
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催
し
ま
し
た
。
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立

ち
、
日
本
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所
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策

第
一
部

　理
事
・
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長

　青
山
伸

悦
氏
か
ら
「
商
工
会
議
所
を
巡
る

諸
問
題
に
つ
い
て
」
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
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の
中
で
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山
氏
は
、
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所
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ

（
早
期
景
気
観
測
）
調
査
（
10

月
）
結
果
と
日
本
銀
行
金
融
経
済

月
報
（
11
月
）
を
参
考
に
し
て
各

業
界
の
業
況
等
を
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
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工
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所
会
員
大

会
決
議
に
係
る
活
動
状
況
と
当
面

の
重
要
政
策
課
題
に
つ
い
て
、
消

費
税
の
価
格
転
嫁
問
題
や
来
年
度

の
税
制
改
正
の
動
き
を
中
心
に
、

日
本
商
工
会
議
所
の
意
見
を
解
説

し
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い
た
だ
き
ま
し
た
。

　協
議
で
は
10
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新
入
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員

（
別
記
）
を
承
認
。
報
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で
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、

大
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副
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頭
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融
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会
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業
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修
に
つ
い
て
、
情
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鈴
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一
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長
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は
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気
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（
Ｌ

Ｏ
Ｂ
Ｏ
）
第
２
四
半
期
結
果
と
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
視
察
研

修
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
は
平

成
24
年
度
タ
ウ
ラ
ン
ガ
市
訪
問
団

参
加
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

商工会議所を巡る諸問題について聞く

有
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11月の常議員会11月の常議員会

日本商工会議所　青山氏

１１月　２日　第４回やまのべ・まるごと・フェスティバル日立市経済交流
　　～３日
１１月　４日　第４回ふるさと日立検定試験（関連記事②面掲載）
１１月　６日　日立都市圏幹線道路整備促進期成会
 スキルアップセミナー「プレゼンテーションの極意」
１１月　７日　正副会頭会議
 監事会
１１月　８日　常磐線東京駅乗り入れ促進大会
１１月　９日　産業振興対策委員会、情報化委員会視察研修
 日立地区デュアルシステム企業見学会
１１月１２日　日本銀行との情報交換懇談会
１１月１４日　労務管理セミナー
１１月２１日　金融財務業部会視察研修
 観光委員会
１１月２２日　ものづくり経営革新講演会
１１月２７日　常議員会

商工会議所の動き11月11月11月
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融
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4月～12月

総力特集

第50回日立さくらまつり
日立商工会議所花見茶屋出店、女性会・青年部も積極参加し誘客、話題づくりを行う。
（花見茶屋２３ブース、タウランガブース、優良土産品推奨店３ブース）
また、４月７日には八王子商工会議所、山辺町商工会関係者を招待し懇談を行う。

社員研修基礎講座
㈱エミー　渡辺満枝氏を講師に開催

4/6～8

4/124/12

6/22 4/28

4/5
金融経済講演会
金融財務業部会主催により開催

演題 「これからの日本を考える　今後を生き抜く経営とは？」
講師　名古屋商科大学専任教授　石橋省三 氏

経営安定セミナー
「受けの技術を磨く「クレーム」の正しい対応」を開催

日立地区デュアルシステム事業　企業実習調印式
県立日立工業高校の生徒１５名が受入企業と企業実習協定書に調印、来年２月まで、
週１回の企業実習を行う。

優良土産品推奨店認定証授与式
パティスリー マ・シェリを認定

第53回会頭杯野球大会
会員事業所２３チームが参加

優勝：㈱藤設備　準優勝：㈱ダンク・日立化成工業㈱

日立駅情報交流プラザオープン
物産・土産品コーナーを合同会社まちづくり日立、
市、商工会議所と連携して運営する

職場体験事業
県立日立工業高校１年生１１９名が４５事業所で職業体験

第８回ドリンクラリー大みか地区
参加店４８店舗の協力を得て９００名が参加

異業種交流セミナー
文化産業部会が主催となり、部会員以外の方も
参加できる異業種オープンセミナーを開催

要望活動
工業部会が日立市、（財）日立地区産業支援センター
に管内事業者向けの支援について要望を行う

再生可能エネルギー施設視察
産業振興対策委員会と情報化委員会が㈱ＬＩＸＩＬ岩井工場つくば
ソーラーパワーと日立セメント㈱神立資源リサイクルセンターを視察

6/3 8/5　　～
日本商工会議所来所

東日本大震災後の復旧復興への取組みについて懇談

会員親睦バスツアー
会員８３名が参加し高尾山ハイキング、薬王院精進料理を楽しむ

6/27

9/1 9/1

7/9

8/24

10/16 18～
販売促進実技講習会

ブラックボードＰＯＰ講習会を開催する

10/3

11/8
健康管理セミナー

建設業部会と会員サービス委員会が合同で開催

11/28 10/16

（決勝戦８月５日）
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4月～12月

総力特集

第50回日立さくらまつり
日立商工会議所花見茶屋出店、女性会・青年部も積極参加し誘客、話題づくりを行う。
（花見茶屋２３ブース、タウランガブース、優良土産品推奨店３ブース）
また、４月７日には八王子商工会議所、山辺町商工会関係者を招待し懇談を行う。

社員研修基礎講座
㈱エミー　渡辺満枝氏を講師に開催

4/6～8

4/124/12

6/22 4/28

4/5
金融経済講演会
金融財務業部会主催により開催

演題 「これからの日本を考える　今後を生き抜く経営とは？」
講師　名古屋商科大学専任教授　石橋省三 氏

経営安定セミナー
「受けの技術を磨く「クレーム」の正しい対応」を開催

日立地区デュアルシステム事業　企業実習調印式
県立日立工業高校の生徒１５名が受入企業と企業実習協定書に調印、来年２月まで、
週１回の企業実習を行う。

優良土産品推奨店認定証授与式
パティスリー マ・シェリを認定

第53回会頭杯野球大会
会員事業所２３チームが参加

優勝：㈱藤設備　準優勝：㈱ダンク・日立化成工業㈱

日立駅情報交流プラザオープン
物産・土産品コーナーを合同会社まちづくり日立、
市、商工会議所と連携して運営する

職場体験事業
県立日立工業高校１年生１１９名が４５事業所で職業体験

第８回ドリンクラリー大みか地区
参加店４８店舗の協力を得て９００名が参加

異業種交流セミナー
文化産業部会が主催となり、部会員以外の方も
参加できる異業種オープンセミナーを開催

要望活動
工業部会が日立市、（財）日立地区産業支援センター
に管内事業者向けの支援について要望を行う

再生可能エネルギー施設視察
産業振興対策委員会と情報化委員会が㈱ＬＩＸＩＬ岩井工場つくば
ソーラーパワーと日立セメント㈱神立資源リサイクルセンターを視察

6/3 8/5　　～
日本商工会議所来所

東日本大震災後の復旧復興への取組みについて懇談

会員親睦バスツアー
会員８３名が参加し高尾山ハイキング、薬王院精進料理を楽しむ

6/27

9/1 9/1

7/9

8/24

10/16 18～
販売促進実技講習会

ブラックボードＰＯＰ講習会を開催する

10/3

11/8
健康管理セミナー

建設業部会と会員サービス委員会が合同で開催

11/28 10/16

（決勝戦８月５日）



第1564号　（毎月20日発行） （昭和34年７月８日第三種郵便物認可）　平成24年12月20日　⑥

自治・振興金融融資制度 小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）自治・振興金融融資制度 小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）
【自治金融】
○限　度　額　運転500万円　設備1,000万円
○返 済 期 間　運転5年　設備7年
○保証人・担保　原則不要

利率1.65％（平成24年12月1日現在）

【マル経制度】
○限　度　額　1,500万円
○返 済 期 間　運転7年　設備10年
○保証人・担保　原則不要

利率1.75％（平成24年12月1日現在）

利率1.75％（平成24年12月1日現在）

【振興金融】
○限　度　額　運転2,000万円　設備2,000万円
○返 済 期 間　運転5年　設備7年
○保証人・担保　原則不要・担保必要

※どちらも年利1.0％の利子補給が受けられます。
　お申込み・お問合せはお近くの金融機関または
　当所経営相談課まで

※年利1.10％の利子補給が受けられます。
　お申込み・お問合せは当所経営相談課まで

【マル経をご利用頂ける方】
○日立市内で1年以上継続して同一事業を営んでおり、税
務申告をしている方

○当所の経営指導を原則として6ヶ月以上受けている方
○従業員20名以下（商業・サービス業は5人以下）の小規
模事業者の方

○所得税（法人税）、事業税、住民税を完納している方

記帳指導を希望する事業所を募集します記帳指導を希望する事業所を募集します

■ 問合せ　当所経営相談課 ■

【申し込み対象】

●従業員数が２０名以下
　（卸・小売・サービス業は５人以下）の個人事業所

●税理士の関与を受けていない事業所

　当所では、小規模事業者を対象に日計表のつけ方や従

業員の源泉徴収の方法、確定申告の仕方などのお手伝い

をしています。

　この事業は、担当者が事業所の都合に合わせて訪問し、

経営者（またはご家族）が記帳や税務について理解し、ご

自身で決算や申告が出来るように行っているものです。

期間は原則３年間

　事業経営が不振に陥った時は、「早期に適切な手を打つ」ことが重要なポイントです。受注・販
売不振、手形の決済など事業経営の先行きに不安が生じたらできるだけお早めに『経営安定特別
相談室』にご相談ください。

○経営安定特別相談室とは…
　経営不振に陥った事業所から相談を受け、再建
の見込みがある企業については関係機関との協
力により再建の方策を講じるなど倒産を未然に
防止することを目的に設置されているのが「経営
安定特別相談室」です。相談室では商工調停士等
の専門家が相談に応じます。

○商工調停士とは…
　中小企業の倒産に関わる諸問題について解決
に向けての相談・アドバイスを行ないます。商工
調停士は、当所会頭から委嘱されています。

○お申込みにあたって…
　経営不振に陥った経緯などをお聞かせいただ
くとともに相談アドバイスに必要な資料の提出
をお願いしています。

相談無料・秘密厳守　お申込およびお問合せは経営相談課まで。相談無料・秘密厳守　お申込およびお問合せは経営相談課まで。

困った時には早めの相談！

相 談 の 手 順

相 談 申 込

相談内容の検討

・経営、財務内容の把握と分析

・倒産防止の方策の検討

調 停
債権者等関係者
への協力要請

・金融斡旋

・手形処理指導

・事業転換指導

・円滑な整理方法の検討

・法的手続き等の指導、助言

経 営 安 定特別相談室


